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７．呼吸の確認および心臓マッサージ

a) 被災者の意識がない場合、「普段どおりの呼吸」をしているかどうかを確認する。

　被災者のそばに座り、10秒以内で傷病者の胸や腹部の上がり下がりを見て、普段どおりの呼吸をしているか判断する。

　次のいずれかの場合には「普段どおりの呼吸なし」と判断する。

　i） 胸や腹部の動きがない場合

　ii）約１０秒間確認しても呼吸の状態がよくわからない場合

　iii）しゃっくりをあげるような、途切れ途切れに起きる呼吸がみられる場合

（心停止が起こった直後には、呼吸に伴う胸や腹部の動きが普段どおりでな

い場合や、しゃっくりをあげるような途切れ途切れに起きる呼吸がみられる

ことがある。）

— � —
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b) 被災者に普段どおりの呼吸がないと判断したら、直ちに胸骨圧迫を開始し、全身に血液を送る。

　　　　　胸骨圧迫　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　胸骨圧迫の姿勢　　

胸骨圧迫の方法

　胸の真ん中を重ねた両手で「強く、速く、絶え間なく」圧迫する。

　i）胸骨圧迫の圧迫位置は、胸の真ん中である。（下図 1）

　ii）圧迫位置に片方の手の付け根を置き（下図 2）、他方の手をその手の上に重ねます。両手の指を互いに組むと、

　より力が集中します（下図 3）。

�

2 � 
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iii）肘をまっすぐに伸ばして手の付け根の部分に体重をかけ、傷病者の

胸が少なくとも 5cm 沈むほど強く圧迫する。

iv）1分間に少なくとも 100 回の速いテンポで 30 回連続して絶え間なく

圧迫する。

圧迫と圧迫の間（圧迫を緩めるとき）は、胸がしっかり戻るまで十分に

力を抜きます。

ｃ）30 回の胸骨圧迫終了後、口対口人工呼吸により息を吹き込む。

※ CPR を習熟していない市民救助者は人工呼吸はやらなくても良い

訓練を受けた救助者の場合でも人工呼吸の為の胸骨圧迫中断は最小にす

べきとしている

ただし、小児や乳児は窒息の場合が多く、溺水の場合と合わせて人工呼

吸を優先する

i）気道確保（頭
とう

部
ぶ

後
こうくつ

屈あご先挙上法）

傷病者の喉の奥を広げて空気を肺に通りやすくします。

片手を額に当て、もう一方の手の人差し指と中指の２本をあご先（骨の

ある硬い部分）に当てて、頭の後ろにのけぞらせ（頭部後屈）、あご先を

上げます。

ii）人工呼吸

気道を確保したまま、額に当てた手の親指と人差し指で傷病者の鼻をつ

まみます。

口を大きく開けて傷病者の口を覆い、空気が漏れないようにして、息を

約１秒かけて吹き込みます。傷病者の胸が持ち上がるのを確認します。

いったん口を離し、同じ要領でもう 1回吹き込みます。

・2 回の吹き込みで、いずれも胸が上がることが理想だが、もし胸が上が

らない場合でも、吹き込みは 2回までとし、すぐに胸骨圧迫に進む。

・人工呼吸をしている間は胸骨圧迫が中断するが、その中断時間はでき

るだけ短くなるようにする。

・傷病者の顔面や口から出血している場合や、口と口を直接接触させて

口対口人工呼吸を行うことがためらわれる場合には、人工呼吸を省略し、

胸骨圧迫のみを続ける。

頭部後屈あご先挙上法

鼻をつまみ、口を覆う

胸が持ち上がるのを確認する
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ｄ）心肺蘇生（胸骨圧迫と人工呼吸）の継続

胸骨圧迫を 30 回連続して行った後に、人工呼吸を 2回行います。

この胸骨圧迫と人工呼吸の組み合わせ（30：2 のサイクル）を、救急隊に引き継ぐまで絶え間なく続けます。

・胸骨圧迫を続けるのは疲れるので、もし救助者が二人以上いる場合は、１～２分間程度を目安に、胸骨圧迫の役

割を交代するのがよい。

・心肺蘇生を中止するのは次の場合である。

①　救急隊に心肺蘇生を引き継いだとき（救急隊が到着してもあわてて中止せずに、救急隊の指示に従う。）

②  心肺蘇生を続けているうちに傷病者が目を開けたり、普段どおりの呼吸をし始めた場合

ｅ )　回復体位

i）反応はないが正常な呼吸（普段どおりの息）をしている場合は、

気道の確保を続けて救急隊の到着を待つ。吐物等による窒息の危険

があるか、やむを得ず傷病者のそばを離れるときには、傷病者を回

復体位にする。

ii）下あごを前に出し、上側の手の甲に傷病者の顔をのせる。さらに、

上側の膝を約 90 度曲げて、傷病者が後ろに倒れないようにする。

＜参考文献＞

救命処置の手順（BLS）　総務省消防庁　http://www.jlsa.jp/pdf/oukyu2.pdf
BLS

http://www.jlsa.jp/pdf/oukyu2.pdf



— 9 —

130



— 10 —

131

AED設置箇所（6カ所）
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東京農工大学小金井地区配置図
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実験・実習における安全
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学生実験は主として学生実験室で行うが、工作機械の実習はものづくり創造工学センターで行う。各工作機械の使

用法を誤ると大きな事故につながるため、操作法、機構などを十分に理解しておくことが肝要である。事故を防ぐ

ためにこの冊子のみならず、各実験課題のテキストをよく熟読し、実験の内容、手順および注意事項をよく理解し

ておくことが大切である。なお、「機械類の安全運転のために」および共通施設の「ものづくり創造工学センター」

の項も参照すること。

教職員に連絡する。
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　　令和　　年　　月　　日

　　　　工 学 部 長　　　殿

　　　　工 学 府 長　　　殿

　生物システム応用科学府長　殿 　指導（担当）教員

または教育委員長・学務委員長

学科・専攻 年次

科目名

名　称

所在地

TEL　　　-　　　-

学科・専攻 年　次 年次

学籍番号 氏　名
（他　　名）

往路 　　復路

担当者使用欄
（加入確認印）

名　称

所在地
TEL　　　-　　　-

２．集合場所

３．その他

（注１）

（注２）

（注３）

保険に加入していない場合は見学へ行くことはできません。

多数の学生参加の場合は、別紙に名簿を添付し保険加入の有無を記載して下さい。

提出先　教務係

依頼状の
送付先

〒      -

備　　　　　考

１．集合日時　　　　　　月　　　日（　　）　　　　時　　　分　　　　　　

この届は、実施１週間前までに提出して下さい。

加　入　保　険

　　学生教育研究災害傷害保険

　　学研災付帯賠償責任保険

　　その他（個人で加入のもの）：

依　　頼　　状
　　要　　本学の様式

　　　　　見学先の様式

見　　学　　者

引　率　教　員

見学先までの交通手段

見　学　日　時
令和　　年　　月　　日(   ) ～  令和　　年　　月　　日(   )

　　　　　　　時　　　分　　～　　　　　時　　　分　

見学先 〒      -

　記

見　学　目　的

授 業 科 目 名

見 学 届

　学科長・専攻長　等

　  下記により、見学を行いますのでお届けいたします。

　　学生教育研究災害傷害保険

　　学研災付帯賠償責任保険

　　その他（個人で加入のもの）：

　　要　　本学の様式

　　　　　見学先の様式

　　要　　本学の様式
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Year    Month    Day   
௧࿴　　　年　　　月　　　日

ᕤ学府㛗　Ẋ
生≀ࢩス࣒ࢸᛂ用⛉学府㛗　Ẋ

学⛉㛗まࡓはᣦᑟᩍဨ名
'epartment &hair or Supervisor

 【TEL：　　　　　　　　　　　　　　　　】

（㛵連㡯┠にݲを記入）Please mark ܇ to your purpose.

　　ͤ国␒ྕࡶ入ࢀてください(Please include Country Number) 

Ᏻ඲⟶⌮ࢡࢵ࢙ࢳ（Safety Management Check List）：　☜ㄆのୖ、ݲを記入して下さい。
 ձ⅏ᐖയᐖࡧࡼ࠾㈺ൾ㈐௵保険、海外旅行保険の加入☜ㄆ・ᣦᑟ

+ave personal accident insurance, liability insurance, and travel insurance

 ղ連絡᪉ἲ・ᩆ急ලの携行等、஦๓のᏳ඲ᩍ⫱のᐇ᪋　
Make sure to comfirm the emergency contact and teach how to live safety overseas

 ձ海外渡航ㄋ⣙᭩

 ղ付帯海学⿕保険⪅ドࣆࢥー

ὀ　�.学生は、渡航届๓に、⅏ᐖയᐖ保険、㈺ൾ㈐௵保険ࡧࡼ࠾海外旅行保険（付帯海学）に加入しているࡇと。
　　�.【ᮏ届のᥦฟ場所】　ᑠ金஭地༊஦務㒊学生ᨭ᥼ᐊ　ᩍ務ಀ
　　�.【ᮏ届のᥦฟᮇ日】　渡航日�㐌㛫๓㎾ （⿬㠃に࡙ࡘくࠉ&ontinue to Eack page㸧
ͤPlease submit to Educational Affairs 2ffice by � weeks before your departureͤ

ཧ加学生にᑐしᣦᑟᩍဨが

ㅮࡎるࡁ࡭஦㡯

Make sure to check

by your Supervisor

渡　航　届
Notification of *oing Abroad

行　先
Destination

名　　⛠
Institution Name

渡航先・国
Country

渡航୰の緊急連絡᪉ἲ (Emergency Contact During Travel) ：連絡のとࢀるTEL、E�mailを記入して下さい。

ಶ人所᭷の携帯電ヰ
Personal Mobile Phone

TEL: E�mail:

ࡑ
の
௚
の
連
絡
先

□◊✲先Reserch Inst □ᐟἩ先Accomodation

(  　　　　　　　　   )  の௚2therࡑ□
名⛠Name：

TELͤ: E�mail:

□◊✲先Reserch Inst □ᐟἩ先Accomodation

(  　　　　　　　　   )  の௚2therࡑ□

༳
Seal

    ௧࿴   　　　年　　　　月　　　　日　㹼　௧࿴　　　　年　　　　月　　　　日
From  Year       Month       Day         㹼　　To 　　　 Year       Month      Day

ྠ行⪅
Accompanying instructor

□↓　・　□᭷【ྠ行⪅氏名：　　　　　　　　　　　所ᒓ：                           】
  No  ・    Yes    Name                      　　  Affiliation

┠
ⓗ

内ᐜ・࣒ࣛࢢࣟࣉ名 ：
Research theme・Program title

□༞ᴗࡧࡼ࠾ಟኈㄽᩥ Research for Thesis　　　      　　　□学఍発表 Academic Presentation

□ᤵᴗ⛉┠名 Taking class 【　　　　　　　　　　　　　】　□௚ 2ther【　　　　　　　　　　　　　　】

༢఩ಟᚓのᕼᮃ ：□↓No ・□᭷Yes　Ѝ　SPICAⓏ㘓： □῭Done ・ □ᮍⓏ㘓Not Yet
Credit Transfer ReTuest               SPICA Registration

□ ᮏ学 / 国のබⓗ機㛵ࡽ࠿のᨭ᥼ 【ᨭ᥼ඖ：　　　　　　　　　　　　　　　　】
From  T8AT  /  *overnment
□ ᣍ࡬い先のᨭ᥼
From Partner Institution

Internship　 　　　                　□◊ಟ Training Program　 ࣉࢵࢩーࣥࢱࣥ࢖□

名⛠Name：

TELͤ: E�mail:

□

Copy of travel insurance contract

:ritten pledge regarding international trip (I�R	C Support Service)
□

渡航届とేࡏて

ᥦฟするࡶの

2ther documents
needed to submit

旅費・ಟ学費等のᨭᘚ
Financial Support

□ 自費・Ẹ㛫奨学金、ࡑの௚ 【奨学金等名⛠：　　　　　　　　　　　　　　　　】
 2wn Fund / From Private Scholarship / 2ther

(付表B）
Front Page

ᕤ学㒊㛗　Ẋ

　下記のとࡾ࠾、学外（◊✲・ᩍ⫱）ά動にࡘいてᏳ඲⟶⌮ୖのᥐ⨨をㅮ࠼࠺ࡓࡌ、ᐇ᪋するࡇとを࠾届ࡅします。

◊✲先でのᣦᑟ⪅
Instructor

□↓　・　□᭷【ᣦᑟ⪅氏名：　　　　　　　　　　　所ᒓ：                           】
  No  ・    Yes    Name                            Affiliation

㒔ᕷ名
City

学⛉
ᑓᨷ

Affiliation

年ḟ
*rade

学⡠␒ྕ
Student ID No.
氏名
Name
国⡠
Nationality

日⛬
Schedule
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渡航届(付表B)裏面 Back Page

続柄Relation：

□国費　      Japanese Government Scholarship Student

□政府派遣　Foreign Government Sponsored Student

□私費　     Student at Private Expense (□学習奨励費 Honors Scholarship)

備考 Note

スケジュール表（別紙可）　Itinerary (Please add appendix if necessary)

年月日
Date

奨学金の種類
Type of scholarship

海外旅行保険
Travel Insurance

□付帯海学 Futai Kaigaku　　≪加入必須≫

Attention International Students!! For Temporary Leave, please fill in below.
外国人留学生の一時帰国の場合は下記を記入してください。

携帯 Mobile：

発着地名・交通手段
(便名)*

Departure/Destination

□国内で空港までの往復等に自主運転で自動車を利用する予定がある
【運転歴：　　　　　年】
Driving Experience(Year)□海外で交通手段として、自主運転で自動車を利用する予定がある

　*発着地名と飛行機(便名）、バス、電車等の移動交通手段を記入して下さい。
  *Please input port of departure, destination, and means of transportation including airline (flight No.), bus, and train.

I plan to drive myself to and from domestic airports.

I plan to drive myself to and from overseas airports.

訪問先
Visiting institution

滞在日数
Days

用　務
Business

パスポート
Passport

氏名(ｱﾙﾌｧﾍﾞｯﾄ表記):
Name in alphabet No.

TEL:

国内の緊急連絡先
Emergency Contact in Japan

氏名Name：

住所Address：



— 32 —̶ 28 ̶

学生教育研究災害傷害保険制度

しなければならない。
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傷

災害傷害保険付帯

学生教育研究災害傷害保険付帯賠償責任保険制度

　正課、学校行事、課外活動・インターンシップ・ボランティア活動（所定の手続により大学から承認を受けたも

のに限る）、およびその往復途中（除医療関連実習）。

５.　この保険の事務は次の係で取り扱っている。学生支援室入学試験係（内線 7014）。




